












































































































































































































て、1 対 1 で面談をします。メンターカ
フェは、例えば「グローバル企業で働く」
などの特定のテーマを掲げて、土曜の午後



























































ここでは 2011 年入学の 1 期生に 3 年生の
11月に、それからその次の年に入学した 2





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の 2 番手、3 番手、優秀なのが出ていった
後のところを選ぶと、とてもいいのではな
いかとアドバイスをしたいんですけれど。








































































































































































回とか、2 週間に 1 回とかみんなに宣言す
ることによってそれに向けて計画的に仕事
を進められるし、誰と協働しないとオフが
取れないかっていうのも見えてくるのです。
????もう時間ですが、最後に一言だけ
メッセージをいただいて終わろうと思い
ます。
???歩みはなかなか遅々としていますが、
先ほどいまどきの若いものは発言がありま
したが、学生たちは、きちんと説明して話
をしていくと非常に成長するということも
事実ですということをまずお伝えしたいと
思います。それから優良企業ランキングを
やって、とても学生は関心を持っていま
す。企業に選ばれるんじゃなくて、あなた
たちがこの指標で企業を選ぶのよという
メッセージを私たちは送っているわけで
す。先日、内閣府の方に会ったら 85% の
企業が女性活躍推進法で今日、紹介があっ
たような指標を発表しているということで
した。企業は選ばれているという感覚を
持っていただきたいなと思います。
????発表は駆け足になってしまいまし
たが、いろんなネットワークを持っている
と、結局資源を沢山、いろんな種類を持っ
ていることになりますので、ネットワー
ク、人と人とのつながりを大事にしていく
ことが大切だと思います。
????私は女性の働き方改革とか、女性
の活躍を進めるということをきっかけに働
き方とか、組織のありようというのを進化
させていくのだと思います。女性が働きや
すい会社は当然、男性も働きやすいはず。
女性が働きやすい環境で男性が働きにくい
なんてことはないです。ですから、これま
で職場に入っていけなかった女性がもっと
入ってくるということをきっかけに組織が
もっと強くなるという会社を目指していき
たいなと思っています。そういう意味で、
今から社会に出て来られる若い女性にも、
大変期待をしたいと思っております。
????お伝えしたかったことは今、石原
さんが全くその通りのことおっしゃったの
で私からもまったく同じです。そして、こ
れから社会に出られる学生さんには、専門
性を身に付けるというのはとても大事なこ
とだと思いますし、それをライフキャリア
にぜひ繋げていってもらいたいと思います
が、今まで以上に不確実性が増していると
思いますし、変化のスピードも大きくなっ
てきていると思うので、狭い専門性だけに
凝り固まってしまうのではなく、いろいろ
なことに目を向け、広い視野とバランスを
持たれて社会に出られると柔軟にたくまし
くやっていけるのではないかと思います。
????どうもありがとうございまいした。
本当にまだまだ、もう 1 時間くらい話をし
たいくらいなんですが、時間になりました
ので、これで終わらせていただきます。女
性文化研究所のチームから森先生、本多ハ
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「女性のキャリア教育・キャリア支援の最前線」開催報告
ワード先生、そしてリクルートの石原さ
ん、カタリストの塚原さんに来ていただい
て本当に充実したシンポジウムができたこ
とを改めて御礼を申し上げます。今日は本
当にありがとうございました。
＊ 当日使用した資料は女性文化研究所のホーム
ページで公開しています。　
